
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
8 月インシデント・アクシデント 

 

 8 月のインシデント・アクシデント総数は 163 件でし

た。アクシデントはありません。 

 部門別では医療部門 86 件、介護医療院 77 件でした。

転倒・転落は全体で 14 件、転倒率 2.22‰とやや高いで

す。複数回転倒・転落を起こしている患者・利用者もい

るため、転倒時の状況、要因をしっかりアセスメント

し、対策を立てましょう。レベルは 1～2 であり、事故に

は至っていませんでした。センサーの入れ忘れもまだま

だありますのでしっかり指差し呼称で確認をしていきま

しょう。 

材料（２人分） 

鶏モモ肉   150ｇ 

バター    15ｇ 

サツマイモ  150ｇ 

タマネギ   75ｇ 

＜薄切り＞ 

シメジ    1/2パック 

薄力粉    大さじ 2 

牛乳   1・1/2カップ 

（常温に戻しておく 

【調味料 A】 

 コンソメ  小さじ 1 

 砂糖    小さじ 1 

  味噌    小さじ 2 

 胡椒    少々 

 水     1/2カップ 

 生パセリ  5ｇ 

安全管理室だより 
２０２３年 11 月号 

  Yol.70 
 

 

 

鶏肉とさつまいも
のクリーム煮 

 

作り方 

1 鍋を中火にかけてバターを溶かし、 

鶏モモ肉を加えて表面に焼き色がつ

くまで焼く 

2 サツマイモ、タマネギ、シメジを加 

えて炒め、タマネギがしんなりして

きたら、火を止め薄力粉を加えて 

混ぜる 

3 弱火で粉っぽさがなくなるまで炒め 

たら、牛乳を少しずつ混ぜ、とろみ

をつけていく 

4 器に【調味料 A】と「3」のスープを 

少しずつ混ぜ合わせ、調味料が解け

たら「2」に加えて混ぜる 

5  「4」に水を加えて混ぜ、弱火で 10 

分程度煮込んだら、器に盛りつけパ 

セリをちらす 
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 BPSD の原因 対応 

個

人 

状況を理解できないこ

との不安、自分の能力

や立場が失われていく 

安心を与えるような説明、

理解できていることを確

認、受容して支えるケア、

残存する能力を生かす 

医

療 

BPSD を悪化させる可

能性のある薬剤 

せん妄の診断と治療、健康

を保ち苦痛を除去する治療 

ケ

ア 

本人の尊厳を損ねる不

適切なケア 
介護者の意識向上 

症状を訴えることがで

きない患者への気づき

のない介護、人手不足

による無視・放置 

介護者の観察力の向上、マン

パワーの強化 

入院によるベッドの位

置、トイレへの経路、

室内の装飾などの環境

変化、 

雑音や不適切な照明 

なじみや居場所づくり、なじ

みの調度品・家族の写真等持

ち込む、元の環境にできるだ

け近づける 

静に暮らすことのできる環

境調節 

生

活 

日課がない、生きがい

のない孤独な生活 

会話を増やし、治療上許容

できる範囲で身体を動か

し、ほめてやる気をださせ

る 

 

 

BPSDとは、認知症患者の身体的（Bio）・心理的

（Psycho）・社会的（Social）要因によって、二次的

に生じる行動面の症状や精神心理症状をさします。 

行動症状：患者の「行動観察」によって明らかにされ
る。暴言や暴行など攻撃的行為・興奮性焦燥・アパシ
ー・ひとり歩き・不眠や昼夜逆転など睡眠リズムの障
害・脱抑制・食行動異常など。 

心理症状：患者からの訴えによって明らかにされる。
幻覚・妄想・不安・うつなど。 

BPSD は種々の介入によって修正は可能であり、早い
段階で BPSD の兆しを見出し対応することで重篤な
BPSD への進展を予防することが可能になります。
「患者と介護者との関係障害」を引き起こすので、そ
の成因の理解や正しい対応が必要です。 

＊アパシー：周囲の出来事や自分自身のことに対して感情が

わからなくなり、無気力・無関心になった状態 

BPSD について改めて考えよう！ 

BPSD の原因と非薬物的対策の例 


